
 

平成 19 年 5月 18 日 

各      位 
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代 表 者 名 取締役社長  富井 俊夫 
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問 合 せ 先 総務統括部長 相原 雅憲 

 （TEL．03－5532－1911） 
 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 平成 18 年 11 月 13 日に公表した平成 19 年 3 月期（平成 18年 4 月 1日～平成 19 年 3月 31 日）の業

績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 19 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 200,000 1,900 900 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 209,125 2,454 804 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 9,125 554 △ 96 

増 減 率            （％） 4.6 29.2 △ 10.7 

（ご参考）前期実績（平成18年3月期） 145,264 1,271 717 

   

 

 
 

２．平成 19 年 3 月期単体業績予想数値の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 営業収益（売上高） 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,300 300 300 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 2,283 106 208 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 17 △ 194 △ 92 

増 減 率            （％）  △ 0.7 △ 64.7 △ 30.7 

（ご参考）前期実績（平成18年3月期） 97,213 424 11 

   

 

 【修正の理由】 

   連結業績予想につきましては、エネルギーシステム事業の生産が高水準に推移したことや銅価

格の販売価格への転嫁が進んだことから経常利益が当初予想を上回ることとなりました。 

   単体業績予想につきましては、営業費用が当初の見込みより増えたことにより経常・当期純利

益ともに当初予想を下回ることとなりました。 

以 上 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 


